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ポスター 

セッション 

事業実施概要 

事業名称 会津『あいうえお』事業 

地域の課題 

福島県会津地方の外国人登録者には日本人の配偶者として定住するアジア出身女性が多

く、来日直後から日本語でのコミュニケーションが必要となる環境に置かれる場合が多

い。生活する上で実践的に使える日本語が取得できる学習の場が求められている。 

また、バリアフリーである社会を作るためには、日本語で意見ができる外国人住民の参

加が求められる。 

事業の目的 
会津地域に住む外国出身者と地域住民が相互理解を深め、皆が安全に安心して日々の生

活を送ることができる住みやすい街づくりを目指す。 

事業の概要 

日本語教育の実施 

名称：日本語サロン 

目的：外国出身者が、自分の日本語能力に自信を持ち、地域社会に貢献できる人材であ

ることを再認識してもらう。 

対象：会津地方に在住の外国出身者 

人数：29人（主な出身・国籍：中国、フィリピン、アメリカ、韓国 ） 

時間：週 1回×2時間（全 35回） 

内容：生活に必要な日本語のほか、日本の文化と社会ルールを学ぶ。 

日本語教育を行う人材の養成・研修の実施 

名称：日本語ボランティア育成講座 

目的：日本語指導者として活躍できる人材を増やす。 

対象：日本語指導者として活躍したい人、スキルアップを目指す人 

時間：計 31時間（全 11回） 

人数：33人（出身・国籍：日本） 

内容：新規ボランティアの育成、日本語ボランティアのスキルアップ研修会 

日本語教育のための学習教材の作成 

名称：役立つ語彙集～観光編～ 

目的：会津の歴史や文化に関する語彙を取入れ、ガイド人材の育成も視野に入れる。 

対象：日本語サロン学習者、地域に住む外国出身者など 

構成：「観光スポット」、「旅館を予約する」、「郷土料理」、「耳にする方言」など全 22頁。 

成果と課題 

日本語サロンが在住外国人の居場所として定着しつつあり、楽しみであると同時に役に

立つとの声が届いている。一方、育成講座の受講者の多くが、新規の日本語ボランティ

アとして活動に加わってきたことで、支援者の厚みが増してきた。 

現在、市民には生活者としての外国人の存在や様子が、まだ十分に周知されていないと

ころもある。今後は、更に周知させていくとともに、一般市民にも彼らの状況を知って

もらい、一人でも多くの理解者（個人、団体とも）、実践者を増やしていきたい。 

発表者から 

一言 

「日本語サロン」の運営や語彙集の作成について発表いたします。色々な課題や成果を

皆さまと共有できればと思います。 

 


